
 

 

 

平成 29 年度 

長野県総合教育センター研究発表会 

～多様化する教育現場の課題解決に取り組む教職員を支援する調査研究～ 
 
 

研究資料（分科会２） 

 

F 

「主体的・対話的な学び」につなげるＩＣＴ活用 

 

１ 全体発表 

  研究概要の報告 

 

２ 演習 

  クラウドサービスを活用したＩＣＴの魅力を体感する 

  ～児童・生徒の主体的・対話的な学びに火をつけよう～ 

  (1) Google スプレッドシート(表計算ソフト)の活用 

  ～ みんなの力が１つに集まる共同編集 ～ 

  (2) Google マイマップ(電子地図帳)の活用 

  ～ ＩＣＴは新たな文房具 ～ 

  (3) データ処理とグラフ(データの可視化)の活用 

  ～ ＩＣＴで敷地の周長と面積の不思議を発見しよう ～ 

 

３ まとめ 

 情報・産業教育部長 
 

 

長野県総合教育センター  
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情報化やグローバル化など急激な社会的変化が進む中，「未来の創り手」となる子どもた

ちが必要な「生きて働く知識・技能」を確実に身に付けていくことが求められています。そ

のためには，学校教育においても，課題発見・解決にＩＣＴを活用した情報活用能力を発達

段階に応じて育成し，多様な知識を結びつけながら新たな付加価値を生み出す，創造的な活

動を行うことができる人材の輩出につなげていくことが必要です。  

このような現状のもと，時代の変化や子どもの状況，社会の要請等を踏まえて，学習指導

要領の改訂が進められ，これまでの「何を学ぶか」に加えて，「何ができるようになるか」  

「どのように学ぶか」を意識した学習指導を求める内容となり，特に「どのように学ぶか」

という指導過程の改善のための視点として「主体的・対話的で深い学び」の実現が位置付け

られています。  

情報・産業教育部では，学校におけるＩＣＴ（情報通信技術）を使った授業展開に関する

調査を継続的に行うとともに，小・中・高・特における多様な学習活動とＩＣＴの特性を生

かした利活用によって子どもたちの「主体的な学び」を育み  ，「新たな学び」を実践するた

めの研究を行ってまいりました。  

本年度の調査研究では，高校におけるＩＣＴモデル校１３校と小・中学校で先進的な取組

を実践している学校を対象として，子どもたちの「主体的・対

話的な学び」につながるＩＣＴの効果的な活用方法およびその

事例について調査・収集するとともに，協働的な学びにつなが

る教材の研究をしました。 

 

 

 

(1) 社会背景と子どもにつけたい資質・能力 

 今の子どもたちやこれから誕生する

子どもたちが，成人して社会で活躍す

る頃には，我が国は厳しい挑戦の時代

を迎えていると予想されています。生

産年齢人口の減少，グローバル化の進

展や絶え間ない技術革新等により，社

会構造や雇用環境は大きく，また急速

に変化しており，予測が困難な時代と

なっています。また，急激な少子高齢化

が進む中で成熟社会を迎えた我が国に

あっては，一人一人が持続可能な社会

の担い手として，その多様性を原動力とし，質的な豊かさを伴った個人と社会の成長に

つながる新たな価値を生み出していくことが期待されます。  

 ２ つけたい資質・能力とその手掛かり  

 １ はじめに（研究概要）  

「主体的・対話的な学び」につなげるＩＣＴ活用 

 

チーム課題研究テーマ 

「次期学習指導要領の審議のまとめ  補足資料」文部科学省 (H28.12 月 )  

 

，  

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1396716.htm
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 このような時代にあって，学校教育には，子どもたちが様々な変化に積極的に向き合

い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々な情報を見極め知識の概念的な理

解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと，複雑な状況変化

の中で目的を再構築することができるようにすることが求められています。  

 また，このような時代に生きる子どもには，高い志や意欲をもつ自立した人間として，

「感性を豊かに働かせながら，どのような未来を創っていくのか，どのように社会や人

生をよりよいものにしていくのかを考え，他者と一緒に生き，主体的に判断し，新たな

価値を生み出していく」，「未来の創り手となるために必要な資質・能力」を身に付ける

ことが必要になります。  

 新しい小中学校の学習指導

要領解説（H29.3 月）では，「言

語活動や体験活動，ＩＣＴ等を

活用した学習活動等を充実す

るよう改善するとともに，情報

手段の基本的な操作の習得や

プログラミング教育を新たに

位置付けた。」と示されており，

学校教育の中で子どもたちが

ＩＣＴに触れて学ぶことは，大

変重要な意味があります。ＩＣ

Ｔへの抵抗を感じず，使いこな

しながら課題の発見・解決を進

めていくことは，情報技術がさらに飛躍的に発展していく社会を生き抜いていく子ども

たちにとって，大きな経験となります。また，ＩＣＴを活用して授業を効果的に行うこ

とにより，主体的・対話的な学びの実現につなげることができます。個々の子どもの学

習意欲や課題を喚起したり，交流活動を活発にしたり，自己の学びを客観的に振り返ら

せたりすることができ，子どもたち一人一人の課題解決的な学習が可能となります。  

  

(2) 次世代に求められる学びについて 

中央教育審議会の「論点整理」（H27.８月）では，子どもたちの課題として，次のとお

り示されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

「次期学習指導要領の審議のまとめ」（H28.12 月）では，次世代に求められる情報活

用能力として，「主体的・対話的で深い学び」の学習過程の改善の視点から最終まとめが

幼稚園，小学校，中学校，高等学校および特別支援学校の学習指導要領等

の改善および必要な方策等について（答申）  別添資料  

（次期改訂に向けての課題）  

 真摯な取組が着実に成果を上げつつある一方で，我が国の子供たちについては，

判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べたり，実験結果を分析して解釈・

考察し説明したりすることなどについて課題が指摘されることや，自己肯定感や主

体的に学習に取り組む態度，社会参画の意識等が国際的に見て相対的に低いことな

ど，子供が自らの力を育み，自ら能力を引き出し，主体的に判断し行動するまでに

は必ずしも十分に達しているとは言えない状況にある。  
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示され，これからの子ど

もたちには，「解き方があ

らかじめ定まった問題を

効率的に解ける力を育む

だけでは不十分」であり，

「蓄積された知識を礎と

しながら，膨大な情報か

ら何が重要かを主体的に

判断し，自ら問いを立て

てその解決を目指し，他

者と協働しながら新たな

価値を生み出していくこ

とが求められる」として

います。 

 

(3) これからの長野県教育の学びについて 

第３次長野県教育振

興基本計画（H29.12 月）

では，長野県の教育には

様々な課題が存在する

一方で，長野県の歴史の

中で培われてきた優れ

た特徴ももっています。 

これらを改めて見つ

め直し，今後の教育振興

の資源として役立てて

いくことが大切である

とされ，『「学び」の力で

未来を拓き，夢を実現す

る人づくり』を基本理念

に，ＩＣＴを活用した授

業改善や子どもの基本

的な情報活用能力の育

成のため環境整備と効

果的な授業を実践でき

るよう教員のＩＣＴ活

用指導力向上研修に取

り組むとともに，タブレ

ットＰＣ等を活用した

新たな学習モデルの実

践研究の必要性が示さ

れました。  

「次期学習指導要領の審議のまとめ」 (H28.12 月文部科学省）  

「第 3 次長野県教育振興基本計画」 (H29.12 月長野県教育委員会）  

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/goannai/kaigiroku/h29/teireikai/1033kai.html
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 また，「県立高校改革  

～  夢に挑戦する学び  

～」（H30.12 月）では，

長野県の高校教育が目

指すべき方向性が示さ

れ，  

①  自ら立てた問いに

対し，チームとして協働

しながら解を見つけ，新

しい価値を主体的に創

造していくことができ

る資質・能力の育成。  

②  「一度しかない人

生を自分はどう生きた

いか」という自分の人生

を構想する力（キャリア

デザイン力）の育成。  

③  信州に根ざした確

かなアイデンティティ

と世界に通じる広い視

野，資質・能力の育成。 

 

高校時代は，自らの生

き方を模索する時期で

あり，すべての生徒が自

らの夢をみつけ，夢に挑

戦する学びの実現を目

指すとされています。  

実施方針策定に向け

て，ＩＣＴを活用した

「探究的な学び」の実現

とともに，個々の能力・

特性に応じた学びの実

現，地理的環境に左右さ

れない学びの質の確保

を目指す必要と併せて，

教員のＩＣＴの利活用

能力や，子どもたちのＩＣＴ活用を指導する能力の向上を図っていく必要が示され

ています。  

  

「学びの改革実施方針」策定に向けて」(H29.12 月長野県教育委員会） 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/koko/gakko/saihen/joho/manabinokaikaku.html
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(1) 県立高校における情報機器を活用した教育の情報化 

子どもたちが高い意欲をもって学び，基礎的・基本的な知識・技能に加えて，実社会で

必要となる実践力やコミュニケーション力を身に付けるため，電子黒板やタブレット型端

末の導入など，教育環境の充実を図り，アクティブ・ラーニングの推進など 21 世紀にふさ

わしい学習スタイルの実践研究やＩＣＴを活用した学力の育成を図ることを目的として，

次に示す県立高校 13 校に電子黒板やタブレット端末と学習支援ソフト，技術指導等を行

うＩＣＴ支援員が整備されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 29 年度 電子黒板・タブレットＰＣ整備事業および  

         ＲＥＳＡＳを活用した探究学習支援事業実施高等学校  

飯山      中野西       須坂       長野   

上田      小諸        野沢北      伊那北   

飯田      飯田風越      松本県ヶ丘    大町岳陽  

白馬  

 ３ ＩＣＴ教育を推進するために  

 タブレット端末構成  イメージ  「長野県教育委員会  学校教育企画係  資料」 

遠隔会議システムの構築  技術指導・授業支援などＩＣＴ支援員配置  
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 (2) ＲＥＳＡＳを活用した探究学習と信州学 

 「わたしたちの信州学」とは，グローバル化が進む社会において，主体的に生きる力の

基礎となり「根」となる，自らが生まれ育った地域の文化・産業・自然を理解し，ふるさ

とに誇りと愛着を持ち，ふるさとを大切にする心情を涵養する目的とした長野県教育委員

会のモデル事業。生徒の表現力等の向上を図り，各学校における学びの成果を広く発信す

るため「信州学サミット」が開催されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 わたしたちの信州学  http://www.shinshugaku.com/ （長野県教育委員会） 

松本県ヶ丘高校の探究学習に係わる取組が紹介されています 

 地方創生  政策アイディアコンテスト   

https://contest.resas-portal.go.jp/2016/  

http://www.shinshugaku.com/
http://www.shinshugaku.com/
https://contest.resas-portal.go.jp/2016/
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 「ＲＥＳＡＳ（リーサス）」とは，内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局および

経済産業省が提供している「ビッグデータを活用した地域経済の見える化システム」で

す。  

 政府・民間企業が提供するさまざまなデータ（産業構造や人口動態，人の流れなど）

を集約し，可視化することができます。経済分野に限らず，さまざまなデータを搭載す

ることで，地方自治体が「地方版総合戦略」の立案等をする際に情報面から役立てるた

めに構築されウェブ上のシステムで，無償で簡単に利用できます。 

 正式名称は「地域経済分析システム」であり，英語表記（Regional Economy Society 

Analyzing System）の頭文字を取って，“ＲＥＳＡＳ（リーサス）”と呼ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＲＥＳＡＳ  地域経済分析システム  https://resas.go.jp/#/20/20203  

自治体の基盤産業は何か？ 

外国人の訪問人数は(国別)？ 

https://resas.go.jp/#/20/20215
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://resas.go.jp/%23/20/20203　
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.google.co.jp/
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://translate.google.co.jp/
https://translate.weblio.jp/
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
https://matome.naver.jp/odai/2128982392354169501
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(3) ＩＣＴモデル校における授業実践 

① 県立高校における情報機器を活用した授業事例 

ＩＣＴモデル校，タブレット導入校では，ＩＣＴを活用した授業によって，学びの質

的向上を図る先導的な授業実践が行われてきました。（表１）  

表１ 授業参観校（研究協議含む） ※1 月現在  

学校名 教科・科目 対象 内容（ＩＣＴ活用） 

Ａ校 英語 1 年 

ＲＥＳＡＳデータを用いて地域の課題をあぶり出し，グ

ループごと意見をまとめ発表する 

今回の授業は，英語で行うプレゼンテーションのための

中間発表と位置付け，日本語で実施する 

Ｂ校 情報の科学 2 年 

信州学として，ＲＥＳＡＳや他の統計サイトを活用する 

班ごとに地域を設定し，観光客の増加や地域活性化につなが

る方法を考える 

Ｃ校 社会と情報 2 年 

信州学として，ＲＥＳＡＳや他の統計情報サイトを活用する  

個人ごとに地域を設定し，地域の活性化につながる方法を考

える 

生徒対象の市長によるＲＥＳＡＳに係る講演会  

Ｄ校 ＧＳⅠ 1 年 

学校設定科目グローバルスタディーⅠやⅡなどの探究学習で

ＲＥＳＡＳや統計情報サイトを活用するための基本知識を得

る 

Ｅ校 保健 2 年 

地域の健康についてＲＥＳＡＳのデータを利用しながらグル

ープで探究学習のタイトルを設定する 

上記の探究活動の成果について最終発表を行う  

Ｆ校 社会と情報 3 年 
地域の課題についてＲＥＳＡＳ等を活用して探究し，考えた

内容をクラス内で班ごとに発表する 

Ｇ校 観光Ⅰ 1 年 

地域ホテルの宿泊プランを企画し，Ｗｅｂサイトで実際に販

売を行うため事前学習として，観光客の属性についてＲＥＳ

ＡＳやトラベルサイトの宿泊データを調査する  

トラベルサイトの社員の方と，ビデオ会議アプリを使用して

オンライン会議を行う 

Ｈ校 社会と情報 2 年 
各講座・グループごと「ＲＥＳＡＳを活用した探究学習」の

プレゼンを行い，２校合同発表会の代表を選出する 

Ｉ校 社会と情報 1 年 
２校合同で「ＲＥＳＡＳを活用した探究学習発表会」を文化

会館で行う 

Ｊ校 
ＬＨＲ・ 

総合 
1 年 

信州学クラス発表会（タブレットを活用し，ＲＥＳＡＳやそ

のほかの情報サイトを活用して自分が設定したテーマの課題

解決方法をクラスのグループ内で発表する） 

Ｋ校 
総合的な 

学習 
１年 

前期に研究の基礎となる議論やフィールドワークの方法を学

びながら長野県の魅力・課題について知り，後期から研究に

着手し，この研究成果発表会を実施する 
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 ○ 探究学習の実践モデル例 

 人口減少により地域の活力低下が懸念される中，子ども一人ひとりの能力を最大限に

引き出すとともに，将来の地域を担う人材を育成し，長野県内への定着を促進していく

ことが課題となっている。そのため，中・高校生の段階からＲＥＳＡＳを活用して地域

の将来について考えるなど探究的な学びに取り組むことにより，県内各校が取り組む信

州学を深化させ，信州人としてアイデンティティを確立しながら，国際社会でも活躍で

きる将来の信州創生人材の育成を目指す。 

 この目的で，高校生が学級単位の学習として，ＲＥＳＡＳを活用して地域の現状や課

題を分析するとともに，ＩＣＴを用いた協働学習を行うことで，地方創成の意識が醸成

され，将来の信州創生人材を育成につながることを目指し，ＲＥＳＡＳ活用学習の単元

モデル例を示します。 
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http://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/kensyu/
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○ 新たな学びに関する教員の資質能力向上のために 

 独立行政法人教職員支援機構の次世代型教育推進センターでは，次期学習指導要領の

ポイントである「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」について，プ

ロジェクト研究を行い，授業実践事例や研修プランなどが紹介されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プロジェクト研究の実践事例では，主体的・対話的で深い学びの視点からの学習過程の

質的改善により「実現したい子供の姿」を「ピクトグラム」でイメージ化されています。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

興味や関心を 

高める 

互いの考えを 

比較する 

思考して 

問い続ける 

見通しを持つ 多様な情報を 

収集する 

知識・技能を 

習得する 

自分と結び付ける 思考を表現に 

置き換える 

知識・技能を 

活用する 

粘り強く取り組む 多様な手段で 

説明する 

自分の思いや 

考えと結び付ける 

振り返って 

次へつなげる 

先哲の考え方を 

手掛かりとする 

知識や技能を 

概念化する 

 共に考えを 

創り上げる 

自分の考えを 

形成する 

 協働して 

課題解決する 

新たなものを 

創り上げる 

 独立行政法人  教職員支援機構  次世代型教育推進センター  http://www.nits.go.jp/jisedai/index.html  

http://www.nits.go.jp/about/organization/jisedai.html
http://www.nits.go.jp/jisedai/index.html


16 

 

 

  

次世代型教育推進センター  実現したい子どもの姿（イメージ図） 
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主体的・対話的で深い学びの視点とＩＣＴの活用  

場

面 

主体的・対話的で 

深い学びの視点 
学習場面とＩＣＴの活用 

導

入 

 

 

ね

ら

い

を

明

確

に

す

る 

 

  

 

 

  

・ 学習対象への興味や関心をも

ち，解決の必要性を考えている

か  

・ 各自の問いに対する感想や考え

を出し合っているか  

・ 自分の見方・考え方と他者との

考えに「ズレ」や「隔たり」を

感じているか  

 

 

  

・ 解決の見通しをもっているか  

・ 解決のために必要な観点や方法

を出し合っているか  

・ 答えを予想したり，必要な観点

や方法を考えたりしているか  

 

 

・ フラッシュカード  

・ 拡大表示  

・ 写真，動画の再生  

・ 動画のスロー再生，早送り再生  

・ アニメーションによる提示  

・ マスキングなど  

 

 

・ 画像への書き込みなど  

問題の発見と 

解決の見通し 

学習問題の焦点化，共有化  

観点や方法の確認 

解決の見通しを持つ 

問題の発見 

試行，操作，制作 

掲示，可視化 

 主体的・対話的で深い学びの視点とＩＣＴ活用 

デジタル教科書による教材の提示 

教材の配信・配布など 
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展

開 

 

 

授

業

の

流

れ

に

め

り

は

り

を

つ

け

る 

   

 

 

 

  

  

 

 

・ 試行錯誤しながら，粘り強く取

り組んでいるか  

・ 専門家や先哲の考え方などの情

報を手掛かりに考えているか  

・ 複数の知識を関連付けたり，情

報を精査したりして，解決策を

考えているか  

 

 

 

・ 保存データの呼出し ・インターネット検索  

・ 写真，動画の撮影・再生  

 

 

・ 資料，ソフトの配布，回収など  

 

 

・ データの編集  ・画像への書き込み  

・ 消去・リセットなど  

個の考えの構想 

(個別学習) 

情報の収集，選択 

試行錯誤 

試行，操作，制作 

交流，協働 

調査・記録 

調査活動や情報収集など 

学習状況に応じた個別指導 

思考を深める学習 
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・ 自分の考えを伝えたり，他者の

考えを理解したりしながら話し

合っているか  

・ 多様な表現を通じて，自他の考

えを比較・検討し，自己の考え

を広げ深めているか  

・ 複数の知識を関連付けたり，情

報を精査したりして，解決策を

考えているか  

 

 

・ データの交換，結合  

・ データの同時編集  

・ 付箋機能  

・ 投票機能 など  

 

 

 

・ 一覧表示  

・ 表現物等の拡大表示など  

 

 

 

協働的な解決 

（グループ学習） 

協調，主張 

比較，分類 

提示，可視化 

交流，協働 

意見の分類・整理 

発表や討論など 
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終

末 

 

 

ね

ら

い

の

達

成

を

見

と

ど

け

る 

   

  

  

  

 

 

・ 学習活動を振り返って，次時へ

の学習意欲を高めているか  

・ 互いの学びや学び方の意味，そ

の価値を実感しているか  

 

・ データの保存，再生など  

 

 

・ 保存データの読み込み再生など  

 

 

・ 付箋機能，投票機能  

・ データの配布，回収など  

  

まとめ 

ふりかえり 

一般化，体系化 

学びの自覚化 

交流，協働 

提示，可視化 

調査，記録 

全体への発表 

投票や集約（アンケート機能） 

記録の活用 
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② 小中学校における情報機器を活用した授業事例 

 平成 29 年度文部科学省委託事業「人口減少社会におけるＩＣＴの活用による教育の

質の維持向上に係る実証事業」の喬木村での実践では，遠隔通信システムを活用した合

同授業も今年で 3 年目となり，経験の浅い低学年での算数授業が公開されました。低学

年でも遠隔合同授業で学びを深めている姿から，より日常的に活用している様子が伝わ

ってきました。 

 平成 29 年度文部科学省委託事業「次世代の教育情報化推進事業（情報活用能力の育成

等に関する実践的調査研究）各教科等の指導におけるＩＣＴ活用」では，ＩＣＴを活用

した授業によって，学びの質的向上を図る先導的な授業実践が行われてきました。  

 

 

  

・デジタル教科書の導入・活用により，先生方のＩＣＴ活用が常態化。   

・電子黒板や書画カメラの基本的な活用から，遠隔合同授業など実践例が豊富に。  

・引続き，ＩＣＴの活用にかかわる調査研究を行い，情報提供に努める。  

http://minowa-kyouikuiinkai.net/index.html
http://ict-takagi.com/


22 

 

  

 

 

 

 

(1) 個別のドリル学習 

 計算練習や漢字練習，単語練習などは，出てきた問題に解答すれば，即座に採点されるよ

うなシステムを用いると効率的に実施できます。これは従来から，紙の教材で行ってきたこ

とです。しかし，紙でできないものが自動採点による IKR（Immediate Knowledge of Results：

即座に結果を返すこと）です。 

 協働的に練習を行うような学習も考えられます。例えば，学習者を教科リーダーに分け，

授業の初めに学習内容と関連するフラッシュカード型の教材を一斉配布します。各学習者

は，それを使って３分程度繰り返し練習して，知識の定着を図ります。教材は，リーダーが

作成し，教師の了承をもらっておきます。教師との打ち合わせ時に柔軟に問題を変更でき，

印刷の必要がなく，一瞬で全員に配布することができることが，紙では実現できないスピー

ドを生み出します。 

(2) 試行錯誤する 

 教育用コンピュータの教材に，指定された時刻に時計を合わせる教材があります。自分で

色々試してみて確かめます。学習用の時計は「お道具箱」に入っているが，デジタル教材は

多様なものを準備できます。しかも，IKR が可能です。コンピュータ教室があれば，同様の

教材を実行可能ではあるが，通常の授業の一部に少しだけ行うような学習のために，コンピ

ュータ教室を予約し移動するのは非効率的です。 

(3) 写真撮影する 

 教育用コンピュータ（タブレットＰＣ）を一人１台持つということは，全員がカメラを持

っているということです。一人一人が観察に行った時に，対象を撮影してくることができま

す。従来は，現場でスケッチをしてきたが，スケッチと写真では，その後の使い方が異なっ

てきます。写真であれば，教室で再度観察し直すこともできます。 

(4) 念入りに見る 

 教育用コンピュータ（タブレットＰＣ）には，画面を拡大するピンチアウトという機能が

あります。写真や画像資料の細部を，その機能を使って念入りに見ることで，各学習者の気

付きが根拠をもちます。(3)でみたように，一人ひとりが現地で撮影した写真を，詳しく観

察して学び直すことも可能になります。 

(5) 録音・録画と再視聴 

 教育用コンピュータ（タブレットＰＣ）には，通常ビデオ撮影する機能も付いています。

英語の発音や詩の朗読などを自分で録音し，それを自分で聞いてふり返り，改善するような

学習が可能になります。かつてＬＬ 教室で行われていたことを，より高度化して実施する

ことができます。また，実験の様子を録画して，後から再視聴しながら現象を詳しく観察し

直すことも可能になります。 

 
Ｐ Ｃ  の機能を生かした学習 

教育用コンピュータでできること 
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(6) 調べる 

 教育用コンピュータは，インターネットにもつながります。何かについて調べる学習は，

図書室などでも行えます。しかし，一人に１つ，資料があたるように準備するのは難しい。

インターネットであれば，すべての学習者が自分に必要な情報を閲覧することが可能です。

また，複数の学年が同時に図書館を使うのは難しいが，そのような問題も起こらない。  

(7) 分析する 

 調べ学習で情報を集めた後は，情報を整理して分析します。それは，例えば数値の観測デ

ータを表に整理したり，グラフ化して傾向を見つけたりすることです。グラフを描くのは，

手書きでもできるし，それが重要なこともあります。しかし，大量のデータを扱ったり，さ

まざまなグラフ表現を試したりすることが，教育用コンピュータを用いることで容易にな

ります。また，実践しているその場で，同時進行でデータを処理することもできます。 

(8) 考える 

 思考を促す方法として，シンキングツール（思考ツール）が注目されています。従来，こ

れは紙の台紙と付箋紙で実施してきました。しかし，シンキングツールのアプリケーション

が出てきており，アイディアの書き消し，修正，移動などが容易にできるようになっていま

す。また，文字がテキストデータに変換されるため，アイディアを書き出したあとの共有場

面などで相互理解を図りやすくなっています。 

(9) 見せる 

 自分の考えを人に伝えるときに，プレゼンの資料などを作成して示しながら話すような

学習を，各所で同時に進行できます。これによって，学習者の発言量が増え，協働的な学習

を進める土台となります。学習者の画面を大きく映して発表することによって，模造紙など

では読めなかった教室の後ろの学習者も読むことができるようになります。 

(10) 共有・協働する 

 画面（に記録されたアイディア）を送信する機能がある場合，互いのアイディアを自分の

ものと組み合わせたり，編集して活用したりできます。また，他者のアイディアに対して質

問やアドバイスをすることなども，極めてスムーズに行えます。また，全員の画面を一覧に

できる機能を使えば，ランダムに質疑・応答して考えを深める授業も可能となります。この

ような形態の場合，より多くの学習者の発言を引き出すことができ，結果として，自分では

発言したり考えたりしない学習者が出にくくなります。さらに，送信する相手を柔軟に選ぶ

ことができるので，席の位置にこだわらないという利点もあります。 

  効果的なＩＣＴ活用検討チームのまとめた「次期学習指導要領で求められる資質・能力とＩＣＴ活用について」  より  
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 I C T を 活 用 し た 場 面 

   

導入時のねらいを明確にしたり，小さいものを大きく見せることで，  
分かりやすい授業へと改善が進みます。  

。。  

一斉指導 

大きく見せる  

全体で共有  

動きを見せる  

   

個別学習 

タイピング技術の習得や，調べ学習・ドリル学習など  
各自が自分の定着度を理解しながら学習が進められる。  

。。  

タイピング技術  表にまとめ分析  

オリジナルＨＰ  

   

協働学習 

自分の考えを表したり，新たな考えに出会ったりして，  
思考力・判断力・表現力を育むことができます。  

。。  

互いの撮影比較  

気付く・発見する  

協働で実験の確認  
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③ 南木曽町教育委員会における研修支援 

教育委員会と学校が一体で取り組む「教育の情報化」に向け情報端末の更新が進む中，

ＩＣＴ等や情報教育教材の効果的な活用を図りながら，情報教育の推進を通して広い視

野をもった 21 世紀の文化を築く人間の育成を目指す目的から，教員の職能向上に視点

をあて職員研修の機会を設け，21 世紀型教育を見据え，先生方の「ＩＣＴの積極的な活

用」に関する研修会が開かれ研修支援を行いました。タブレット端末を導入したＩＣＴ

の先進的な取組の紹介や，プリント教材を有効活用するためのデジタルプリント作成方

法など，具体的な活用法の支援を行った。  

 

 

  

南木曽町教育委員会ＩＣＴ研修会  配布資料より  

・タブレット端末導入を見据えて，定評のある基本的な活用法を取組む。   

・デジタル教科書の普及は「これから」。まずは，今ある資産の有効活用を。  

・引続き，ＩＣＴの活用にかかわる調査研究を行い，情報提供に努める。  

katuyou-matome-H28.pdf
katuyou-matome-H28.pdf
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効果的にＩＣＴを活用することで，より学習者主

体の授業へと転換できる可能性を秘めていること

が，これまでの研究の成果で示されています。特に，

電子黒板やタブレット端末，それらをつなぐ授業支

援システムの登場により，話し合う内容の深まりを

期待できるようになりました。それは，これまでな

かなかできなかった思考の可視化が，これらを活用

することでできるようになったからです。 

今年度は，電子黒板やタブレット端末を用いた個人学習・協働学習の教育活動について

研究を行いました。子どもたちには，何が重要かを主体的に考え，他者と協働しながら新

たな価値の創造に挑むとともに，新たな問題の発見・解決に取り組んでいくことが求めら

れています。これらの学習過程に対応できるツールとして，紙ではできにくい良さを生か

した電子黒板やタブレット端末の活用が求められます。 

その中で改めて，ＩＣＴの活用による教育効果を高めていくためには，単に授業におい

てＩＣＴを活用すれば教育効果が期待できるというものではなく，電子黒板やタブレット

端末でどのような考えを表現させるのか，授業におけるＩＣＴ活用の｢場面づくり｣や活用

の｢タイミング｣，活用する上での｢見せ方｣やその時の｢発問｣など，教員の授業力が重要で

した。｢ＩＣＴ活用が子どもの学力を向上させる｣のではなく，どのような学習形態がよい

のかなど，教員一人ひとりが課題をもち，授業改善に取組み｢ＩＣＴ活用の効果が教員の授

業力･指導力に組み込まれることによって子どもの学力向上につながる｣と言えます。 

「スマートスクール・プラットフォーム」実証事業など，次世代型の新たな学びでは，

「学校・家庭をシームレスにつなぐ個に応じた学び」が検討されています。ＩＣＴを活用

した個人学習や協働学習などの研究を継続的に取り組むとともに，「主体的・対話的で深い

学び」に結びつけていきたいと願っています。 
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